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(57)【要約】
【課題】省電力状態から復帰した後の画像形成装置で消
費される電力の低減を図る。
【解決手段】画像情報に基づき画像形成を行う画像形成
ユニット２および複数のユニットに対する電力供給を制
御するシステム制御ユニット８を備え、システム制御ユ
ニット８は、画像形成ユニット２および複数のユニット
に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる
際には、指定された画像形成ユニット２および/または
ユニットを電力供給状態に設定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像情報に基づき画像形成を行う画像形成機能部と、
　前記画像形成機能部との間で画像形成に関連する情報または信号の送受信を行う複数の
制御機能部と、
　前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部に対する電力供給を制御する制御手段
と、
　前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部の一または複数の指定を受け付ける指
定受付手段とを備え、
　前記制御手段は、前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部に設定された電力停
止状態を電力供給状態に復帰させる際に、前記指定受付手段にて指定された当該画像形成
機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に設定することを特徴とする画像形
成装置。
【請求項２】
　前記指定受付手段は、前記制御手段が前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部
に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる前に当該画像形成機能部および複
数の当該制御機能部の一または複数の指定を事前に受け付けることを特徴とする請求項１
記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記指定受付手段は、前記制御手段が前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部
に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させるに際して当該画像形成機能部およ
び複数の当該制御機能部の一または複数の指定を受け付けることを特徴とする請求項１記
載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部に設定された電力停
止状態を電力供給状態に復帰させる前に前記指定受付手段が当該画像形成機能部および複
数の当該制御機能部の何れの指定も事前に受け付けていない場合には、予め定めた当該画
像形成機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に設定することを特徴とする
請求項１記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記指定受付手段は、前記制御手段により電力供給状態が設定される前記画像形成機能
部を構成する構成要素の一部の指定および前記制御機能部を構成する構成要素の一部の指
定をさらに受け付けることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項６】
　画像情報に基づき画像形成を行う画像形成機能部と、当該画像形成機能部との間で画像
形成に関連する情報または信号の送受信を行う複数の制御機能部とに対する電力供給を制
御する制御手段と、
　前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部の一または複数の指定を受け付ける指
定受付手段とを備え、
　前記制御手段は、前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部に設定された電力停
止状態を電力供給状態に復帰させる際に、前記指定受付手段にて指定された当該画像形成
機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に設定することを特徴とする制御装
置。
【請求項７】
　前記指定受付手段は、前記制御手段が前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部
に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる前に、または当該電力停止状態を
電力供給状態に復帰させるに際して、当該画像形成機能部および複数の当該制御機能部の
一または複数の指定を受け付けることを特徴とする請求項６記載の制御装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部に設定された電力停
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止状態を電力供給状態に復帰させる前に前記指定受付手段が当該画像形成機能部および複
数の当該制御機能部の何れの指定も事前に受け付けていない場合には、予め定めた当該画
像形成機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に設定することを特徴とする
請求項６記載の制御装置。
【請求項９】
　前記指定受付手段は、前記制御手段により電力供給状態が設定される前記画像形成機能
部を構成する構成要素の一部の指定および前記制御機能部を構成する構成要素の一部の指
定をさらに受け付けることを特徴とする請求項６記載の制御装置。
【請求項１０】
　コンピュータに、
　画像情報に基づき画像形成を行う画像形成機能部と、当該画像形成機能部との間で画像
形成に関連する情報または信号の送受信を行う複数の制御機能部とから一または複数の指
定を受け付ける機能と、
　前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部に設定された電力停止状態を電力供給
状態に復帰させる際に、指定された当該画像形成機能部および/または当該制御機能部を
電力供給状態に設定する機能と
を実現させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置、制御装置、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般のプリンタや複写機等の画像形成装置では、例えば予め定めた時間を超えて画像デ
ータ等が入力されない場合には消費電力の少ない動作状態（省電力状態）に移行させて、
装置の省電力化を図っている。その場合に、画像形成装置の使われ方はユーザによって異
なる。そのため、ユーザの使用形態等に応じた省電力状態を設定できる画像形成装置が提
案されている。
　例えば特許文献１には、省電力モード（省電力状態）が設定された場合に電力供給が遮
断される構成要素を変更・選択できる画像形成装置が記載されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１４８７５１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ここで一般に、複写機能やプリント機能、ファクシミリ機能等といった複数の機能を備
えた画像形成装置では、省電力状態中にこれらの機能を実行する構成要素の何れが電力供
給を停止された状態に設定されていたとしても、省電力状態から復帰する際には、画像形
成装置の全体に対して電力が供給される。そのため、通常、省電力状態から復帰した直後
にはこれら複数の機能の中の１つの機能だけが使用されるにも拘わらず、画像形成装置が
有する機能全体が稼働状態となり、電力が無駄に消費される場合があった。
　本発明は、省電力状態から復帰した後の画像形成装置で消費される電力の低減を図るこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１に記載の発明は、画像情報に基づき画像形成を行う画像形成機能部と、前記画
像形成機能部との間で画像形成に関連する情報または信号の送受信を行う複数の制御機能
部と、前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部に対する電力供給を制御する制御
手段と、前記画像形成機能部および複数の前記制御機能部の一または複数の指定を受け付
ける指定受付手段とを備え、前記制御手段は、前記画像形成機能部および複数の前記制御
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機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる際に、前記指定受付手段に
て指定された当該画像形成機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に設定す
ることを特徴とする画像形成装置である。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、前記指定受付手段は、前記制御手段が前記画像形成機能部お
よび複数の前記制御機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる前に当
該画像形成機能部および複数の当該制御機能部の一または複数の指定を事前に受け付ける
ことを特徴とする請求項１記載の画像形成装置である。
　請求項３に記載の発明は、前記指定受付手段は、前記制御手段が前記画像形成機能部お
よび複数の前記制御機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させるに際し
て当該画像形成機能部および複数の当該制御機能部の一または複数の指定を受け付けるこ
とを特徴とする請求項１記載の画像形成装置である。
　請求項４に記載の発明は、前記制御手段は、前記画像形成機能部および複数の前記制御
機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる前に前記指定受付手段が当
該画像形成機能部および複数の当該制御機能部の何れの指定も事前に受け付けていない場
合には、予め定めた当該画像形成機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に
設定することを特徴とする請求項１記載の画像形成装置である。
　請求項５に記載の発明は、前記指定受付手段は、前記制御手段により電力供給状態が設
定される前記画像形成機能部を構成する構成要素の一部の指定および前記制御機能部を構
成する構成要素の一部の指定をさらに受け付けることを特徴とする請求項１記載の画像形
成装置である。
【０００７】
　請求項６に記載の発明は、画像情報に基づき画像形成を行う画像形成機能部と、当該画
像形成機能部との間で画像形成に関連する情報または信号の送受信を行う複数の制御機能
部とに対する電力供給を制御する制御手段と、前記画像形成機能部および複数の前記制御
機能部の一または複数の指定を受け付ける指定受付手段とを備え、前記制御手段は、前記
画像形成機能部および複数の前記制御機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に
復帰させる際に、前記指定受付手段にて指定された当該画像形成機能部および/または当
該制御機能部を電力供給状態に設定することを特徴とする制御装置である。
　請求項７に記載の発明は、前記指定受付手段は、前記制御手段が前記画像形成機能部お
よび複数の前記制御機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる前に、
または当該電力停止状態を電力供給状態に復帰させるに際して、当該画像形成機能部およ
び複数の当該制御機能部の一または複数の指定を受け付けることを特徴とする請求項６記
載の制御装置である。
【０００８】
　請求項８に記載の発明は、前記制御手段は、前記画像形成機能部および複数の前記制御
機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる前に前記指定受付手段が当
該画像形成機能部および複数の当該制御機能部の何れの指定も事前に受け付けていない場
合には、予め定めた当該画像形成機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に
設定することを特徴とする請求項６記載の制御装置である。
　請求項９に記載の発明は、前記指定受付手段は、前記制御手段により電力供給状態が設
定される前記画像形成機能部を構成する構成要素の一部の指定および前記制御機能部を構
成する構成要素の一部の指定をさらに受け付けることを特徴とする請求項６記載の制御装
置である。
【０００９】
　請求項１０に記載の発明は、コンピュータに、画像情報に基づき画像形成を行う画像形
成機能部と、当該画像形成機能部との間で画像形成に関連する情報または信号の送受信を
行う複数の制御機能部とから一または複数の指定を受け付ける機能と、前記画像形成機能
部および複数の前記制御機能部に設定された電力停止状態を電力供給状態に復帰させる際
に、指定された当該画像形成機能部および/または当該制御機能部を電力供給状態に設定
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する機能とを実現させることを特徴とするプログラムである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の請求項１によれば、本発明を採用しない場合に比べて、省電力状態から復帰し
た後の画像形成装置で消費される電力の低減を図ることができる。
　本発明の請求項２によれば、電力停止状態から復帰させる際に指定された機能部が速や
かに電力供給状態に設定され、本発明を採用しない場合に比べて、復帰処理時間の短縮化
を図ることができる。
　本発明の請求項３によれば、電力停止状態から復帰させる際にユーザが動作させたい機
能を改めて指定でき、本発明を採用しない場合に比べて、ユーザの利便性の向上を図るこ
とができる。
　本発明の請求項４によれば、何れの機能にも共通して動作する機能部へは電力供給状態
が速やかに設定され、本発明を採用しない場合に比べて、電力停止状態から復帰させる際
に電力供給状態に設定される機能部が指定された場合にも復帰処理時間の短縮化を図るこ
とができる。
　本発明の請求項５によれば、機能部を構成する構成要素毎に電力供給状態が設定され、
本発明を採用しない場合に比べて、各機能部単位での電力消費を低減することができる。
【００１１】
　本発明の請求項６によれば、本発明を採用しない場合に比べて、省電力状態から復帰し
た後の画像形成装置で消費される電力の低減を図ることができる。
　本発明の請求項７によれば、本発明を採用しない場合に比べて、復帰処理時間の短縮化
を図り、またユーザの利便性の向上を図ることができる。
　本発明の請求項８によれば、何れの機能にも共通して動作する機能部へは電力供給状態
が速やかに設定され、本発明を採用しない場合に比べて、電力停止状態から復帰させる際
に電力供給状態に設定される機能部が指定された場合にも復帰処理時間の短縮化を図るこ
とができる。
　本発明の請求項９によれば、機能部を構成する構成要素毎に電力供給状態が設定され、
本発明を採用しない場合に比べて、各機能部単位での電力消費を低減することができる。
　本発明の請求項１０によれば、本発明を採用しない場合に比べて、省電力状態から復帰
した後の画像形成装置で消費される電力の低減を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
〈画像形成装置の全体説明〉
　図１は本実施の形態が適用される画像形成装置１の全体構成の一例を示した図である。
図１に示す画像形成装置１は、各色の画像データ（画像情報）に基づき画像形成を行う画
像形成機能部の一例としての画像形成ユニット２、原稿上の画像を読み取って画像データ
を生成し画像形成ユニット２に送る制御機能部の一例としての画像読取ユニット３を備え
ている。また、ユーザからの操作入力の受付やユーザに対する各種情報の表示を行う制御
機能部の一例としてのユーザインターフェース（ＵＩ）ユニット４、例えば公衆電話回線
を介して画像情報の送受信を行う制御機能部の一例としてのファクシミリ（ＦＡＸ）ユニ
ット５を備えている。
　さらに、画像形成装置１は、画像形成ユニット２（画像形成装置本体）に外付けで接続
され、画像形成ユニット２に用紙Ｐを供給する制御機能部の一例としてのトレイユニット
６、例えばハードディスクドライブ（ＨＤＤ）やフラッシュメモリ等で構成される外部記
憶装置であるメモリユニット７を備えている。またさらに、画像形成装置１全体の動作や
通信回線を介した通信等を制御する制御手段の一例としてのシステム制御ユニット８、各
部に電力を供給する電力供給ユニット９を備えている。
　また、画像形成装置１は、用紙Ｐへの両面印刷時に使用される両面搬送路Ｒ２を構成す
る制御機能部の一例としての両面ユニット１０、手差し用紙収容部からの用紙搬送経路Ｒ
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３を構成する制御機能部の一例としての手差しユニット１１、画像形成ユニット２にて画
像形成された後の用紙Ｐに対して綴じ等の後処理を行う制御機能部の一例としての後処理
ユニット１２を備えている。
【００１３】
〈画像形成ユニットの説明〉
　図１に示すように、画像形成ユニット２は、一定の間隔を置いて並列的に配置された４
つの画像形成モジュール３０Ｙ,３０Ｍ,３０Ｃ,３０Ｋ（以下、画像形成モジュール３０
）を備えている。各画像形成モジュール３０には、構成要素の一例である画像形成機構部
（後段図３の画像形成機構部２４）として、静電潜像を形成してトナー像を保持する感光
体ドラム３１、感光体ドラム３１の表面を帯電する帯電器３２、帯電器３２によって帯電
された感光体ドラム３１を画像データに基づいて露光する露光器３３、感光体ドラム３１
上に形成された静電潜像を現像する現像器３４、転写後の感光体ドラム３１表面を清掃す
るクリーナ３５が配置されている。
　そして、各画像形成モジュール３０は、それぞれがイエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、
シアン（Ｃ）、黒（Ｋ）のトナー像を形成する。
【００１４】
　さらに、画像形成ユニット２は、画像形成機構部として、各画像形成モジュール３０の
感光体ドラム３１にて形成された各色トナー像が多重転写される中間転写ベルト３６、各
画像形成モジュール３０による各色トナー像を中間転写ベルト３６に順次転写（一次転写
）する一次転写ロール３７、中間転写ベルト３６上に転写された重畳トナー像を記録材（
記録紙）である用紙Ｐに一括転写（二次転写）する二次転写ロール３８、二次転写された
トナー画像を用紙Ｐに定着する定着器３９を備えている。
　また、画像形成ユニット２は、用紙Ｐ１を収容する用紙収容容器４１を備えている。ま
た、用紙収容容器４１から用紙Ｐ１を用紙搬送経路Ｒ１に繰り出す構成要素の一例として
の給紙機構部４２、用紙収容容器４１からの用紙Ｐ１やトレイユニット６からの用紙Ｐを
用紙搬送経路Ｒ１に沿って搬送する構成要素の一例としての用紙搬送機構部４３を備えて
いる。
　そして、画像形成ユニット２は、画像読取ユニット３からの画像データ、システム制御
ユニット８が通信手段（後段図２の外部ＬＡＮ１４）を介して取得した印刷ジョブデータ
、ＦＡＸユニット５にて受信したファクシミリデータ（画像情報）に基づいて、用紙収容
容器４１、トレイユニット６、および手差しユニット１１に収容された用紙Ｐの片面に画
像を形成する。また、両面ユニット１０を用いて両面に画像を形成する。そして、画像形
成された用紙Ｐを後処理ユニット１２に搬送する。
【００１５】
〈画像読取ユニットの説明〉
　画像読取ユニット３は、原稿上の画像を読み取って例えばＲ,Ｇ,Ｂ各色信号（画像デー
タ）を生成する構成要素の一例としての画像読取機構部３Ａ、画像読取機構部３Ａにて原
稿の片面が読み取られるように原稿を搬送する構成要素の一例としての片面原稿搬送機構
部３Ｂ、画像読取機構部３Ａにて原稿の両面が読み取られるように原稿を搬送する構成要
素の一例としての両面原稿搬送機構部３Ｃを備えている。
　そして、画像読取ユニット３は、原稿の片面または両面から画像を読み取って画像デー
タを生成し、生成した画像データを画像形成ユニット２に送信する。
【００１６】
〈トレイユニットの説明〉
　トレイユニット６は、上下方向に縦列的に配置された構成要素の一例としての３つのサ
ブトレイ機構部６Ａ～６Ｃと、サブトレイ機構部６Ａ～６Ｃに横列して配置された構成要
素の一例としての大容量のサブトレイ機構部６Ｄとを備えている。サブトレイ機構部６Ａ
は、用紙Ｐ２を収容し、用紙Ｐ２を画像形成ユニット２に供給する。サブトレイ機構部６
Ｂは、用紙Ｐ３を収容し、サブトレイ機構部６Ａを通って用紙Ｐ３を画像形成ユニット２
に供給する。サブトレイ機構部６Ｃは、用紙Ｐ４を収容し、サブトレイ機構部６Ａおよび
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サブトレイ機構部６Ｂを通って用紙Ｐ４を画像形成ユニット２に供給する。サブトレイ機
構部６Ｄは、用紙Ｐ５を収容し、用紙Ｐ５を画像形成ユニット２に供給する。
　そして、トレイユニット６は、ＵＩユニット４にてユーザの操作入力により指定された
用紙Ｐや、システム制御ユニット８が取得した印刷ジョブデータにて指定された用紙Ｐを
サブトレイ機構部６Ａ～６Ｄの何れかから画像形成ユニット２に供給する。
【００１７】
〈後処理ユニットの説明〉
　後処理ユニット１２は、画像形成ユニット２にて画像形成された後の用紙Ｐに２穴や４
穴等の穴あけ（パンチ）を施す構成要素の一例としてのパンチ機構部１２Ａ、用紙Ｐに対
して内三折り（Ｃ折り）や外三折り（Ｚ折り）等の折り処理を施す構成要素の一例として
の折り機構部１２Ｂを備えている。また、用紙Ｐを複数枚集積させた用紙束の端部にステ
ープル綴じ（端綴じ）を実行する構成要素の一例としての端綴じ機構部１２Ｃ、用紙Ｐを
複数枚集積させた用紙束の中央部分にステープル綴じ（中綴じ）を実行する構成要素の一
例としての中綴じ機構部１２Ｄを備えている。
　そして、後処理ユニット１２は、ＵＩユニット４にてユーザの操作入力により指定され
た処理や、システム制御ユニット８が取得した印刷ジョブデータにて指定された処理を、
画像形成ユニット２にて画像形成された後の用紙Ｐに施す。
【００１８】
〈画像形成装置の通信系統および電力供給系統の説明〉
　次の図２は、図１に示す画像形成装置１の通信系統と電力供給系統とを説明する図であ
る。本実施の形態では、画像形成機能部である画像形成ユニット２と、制御機能部である
画像読取ユニット３、ＵＩユニット４、ＦＡＸユニット５、トレイユニット６、メモリユ
ニット７、両面ユニット１０、手差しユニット１１、後処理ユニット１２と、さらにはシ
ステム制御ユニット８とが、機内ＬＡＮ（Local Area Network）１３に接続されている。
本実施の形態では、各ユニット間を１本のバス（機内ＬＡＮ１３）に接続し、ユニット間
の通信を実現している。それにより、システム制御ユニット８は、他のユニットを統合的
に制御する。
　また、システム制御ユニット８は、外部の機器（外部機器）と外部ＬＡＮ１４によって
接続されている。それにより、システム制御ユニット８は、外部ＬＡＮ１４を介して外部
機器から送られた印刷ジョブデータを、機内ＬＡＮ１３を介して画像形成ユニット２やメ
モリユニット７に送る。
　さらに、画像形成装置１の各ユニット（画像形成ユニット２、画像読取ユニット３、Ｕ
Ｉユニット４、ＦＡＸユニット５、トレイユニット６、メモリユニット７、システム制御
ユニット８、両面ユニット１０、手差しユニット１１、後処理ユニット１２）には電力ラ
イン１５が接続されており、この電力ライン１５に接続されている電力供給ユニット９を
介して電力が供給される。電力供給ユニット９は、常夜電源として、予め定めた電圧（２
４Ｖ）の電力を常時供給する。
【００１９】
〈各ユニット内での電源供給・停止制御の説明〉
　各ユニット内で行われる電源供給・停止の制御について、画像形成ユニット２を代表例
として説明する。
　図３は、画像形成ユニット２の機能構成を説明する図である。画像形成機能部である画
像形成ユニット２は、画像形成ユニット２の全体を制御する画像形成制御部２０を備えて
いる。また、各機構部（画像形成機構部２４、給紙機構部４２、用紙搬送機構部４３）を
個別に制御するサブ制御部として、画像形成機構部２４を制御するプロセス制御部２１、
給紙機構部４２を制御する給紙制御部２２、および用紙搬送機構部４３を制御する用紙搬
送制御部２３を備えている。また、電源部として、画像形成ユニット２内に電力を供給す
る画像形成電源部２９を備えている。
　画像形成制御部２０は、機内ＬＡＮ１３により接続されたシステム制御ユニット８の制
御に従って、ユニット内ＬＡＮ（Local Area Network）１６により接続された各サブ制御
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部（プロセス制御部２１、給紙制御部２２、用紙搬送制御部２３）および画像形成電源部
２９を制御する。
【００２０】
　また、画像形成制御部２０は、システム制御ユニット８による制御の下で、画像形成ユ
ニット２の電源モード（画像形成ユニット２の動作状態）の遷移を制御する。すなわち、
画像形成制御部２０は画像形成電源部２９を制御して、システム制御ユニット８によって
設定された（i）電力供給を停止するスリープモード、（ii）各制御部への制御電力５Ｖ
だけを供給するスタンバイモード、（iii）制御電力５Ｖおよび各機構部への稼働電力２
４Ｖを供給するジョブモード等の電源モードを画像形成ユニット２に設定する。
　さらに、画像形成制御部２０は、電力供給を制御する制御手段の一例であるシステム制
御ユニット８による制御の下で、スリープモードからの復帰時における各制御部への制御
電力５Ｖの供給・停止および各機構部への稼働電力２４Ｖの供給・停止を制御する。した
がって、画像形成制御部２０も、電力供給を制御する制御手段の一例として機能する。
【００２１】
　画像形成電源部２９は、電力供給ユニット９から常夜電源として予め定めた電圧（２４
Ｖ）の電力が電力ライン１５を介して常時供給される。そして、画像形成電源部２９は、
画像形成制御部２０にて設定される電源モードやスリープモードからの復帰時に設定され
る電力供給・停止指示に応じて、ＤＣ－ＤＣコンバータにより低電圧化した制御電力（５
Ｖ）を制御用電力ライン１７を介して画像形成制御部２０や各サブ制御部に供給する（電
力供給状態）。また、稼働電力ライン１８を介して稼働電力（２４Ｖ）を各機構部や給紙
検出部２５Ｂに供給する（電力供給状態）。さらに、制御電力（５Ｖ）も稼働電力（２４
Ｖ）も停止する状態（電力停止状態）を設定する。
【００２２】
　なお、画像形成ユニット２以外においても、制御機能部である画像読取ユニット３、Ｕ
Ｉユニット４、ＦＡＸユニット５、トレイユニット６、メモリユニット７、両面ユニット
１０、手差しユニット１１、後処理ユニット１２は、システム制御ユニット８による制御
の下で、同様の電源モードによる動作状態の制御、およびスリープモードからの復帰時に
おける電力供給・停止の制御が行われる。
【００２３】
〈スリープモードからの復帰時における各ユニットの電力供給・停止の説明〉
　本実施の形態の画像形成装置１においては、スリープモードから復帰する際に、例えば
ユーザによって予め定められたユニットおよび/またはユニット内の機構部へは電力供給
を行い、それ以外のユニットおよび/またはユニット内の機構部へは電力供給を停止状態
に維持する。それにより、スリープモードからの復帰時に画像形成装置１を機能させるの
に必要なユニットやユニット内の機構部には電力供給されるが、スリープモードからの復
帰時に画像形成装置１を機能させるのに不必要なユニットやユニット内の機構部には電力
供給の停止状態が維持される。それによって、画像形成装置１で消費される電力の低減が
図られる。
【００２４】
　図４は、画像形成装置１をスリープモードから復帰させる場合に、システム制御ユニッ
ト８が各ユニットへの電力供給・停止の制御を行う際の処理の手順の一例を示したフロー
チャートである。
　例えばＵＩユニット４に配置されたスリープモードからの復帰ボタンがユーザによって
オンされると、システム制御ユニット８がスリープモードから復帰する（ステップ１０１
）。そして、システム制御ユニット８は、画像形成装置１をスリープモードから復帰させ
る際に画像形成装置１に設定する機能内容について、例えばユーザによる事前設定（デフ
ォルト設定）が存在するか否かを判定する（ステップ１０２）。
　ここで、ユーザによる事前設定（デフォルト設定）は、ＵＩユニット４からの事前のユ
ーザ入力により、システム制御ユニット８の記憶部（例えば、後段図９の不揮発性メモリ
１０４）に記憶（登録）される。したがって、ＵＩユニット４およびシステム制御ユニッ
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ト８は、画像形成機能部およびの制御機能部の一または複数の指定を受け付ける指定受付
手段としても機能する。
【００２５】
　ステップ１０２にてデフォルト設定が存在する場合には（ステップ１０２でＹｅｓ）、
システム制御ユニット８は、デフォルト設定された機能内容に対応する画像形成機能部で
ある画像形成ユニット２や制御機能部である各ユニットに対して、制御電力（５Ｖ）およ
び稼働電力（２４Ｖ）による電力供給状態（ＯＮ）の設定を指示する（ステップ１０３）
。その一方で、デフォルト設定された機能に対応しない画像形成ユニット２や各ユニット
に対しては、制御電力および稼働電力に関する電力停止状態（ＯＦＦ）の設定を指示する
（ステップ１０４）。
　このように、デフォルト設定を予め登録しておくことで、スリープモードからの復帰処
理の迅速化が図られる。
【００２６】
　ここで、図５は、デフォルト設定された機能内容が「複写」、「画像読取」、「ファク
シミリ」である場合に画像形成ユニット２および各ユニットに設定される電力供給状態（
ＯＮ）および電力停止状態（ＯＦＦ）の組み合わせの一例を示した図である。システム制
御ユニット８は、この図５に一例として示した画像形成ユニット２および各ユニットにお
けるＯＮ/ＯＦＦ設定の組み合わせを機能内容に対応付けて、例えばシステム制御ユニッ
ト８の記憶部（例えば、後段図９のＲＯＭ１０３）にテーブルとして保持する。そして、
システム制御ユニット８は、スリープモードから復帰した際に、保持するテーブルに基づ
き、デフォルト設定された機能内容に対応して動作する（対応する）画像形成ユニット２
および各ユニットに対して、制御電力および稼働電力に関するＯＮの設定を指示する。一
方、デフォルト設定された機能内容に対応して動作しない（対応しない）画像形成ユニッ
ト２および各ユニットに対しては、制御電力および稼働電力に関するＯＦＦの設定を指示
する。
　なお、「複写」、「画像読取」、「ファクシミリ」以外の例えば「プリント」機能は、
例えば外部ＬＡＮ１４を介して外部機器から印刷ジョブデータが送られた場合には必ず設
定される。したがって、スリープモードから復帰させる際のデフォルト設定の如何に拘わ
らず、印刷ジョブデータが送られた場合には「プリント」機能に対応して動作する画像形
成ユニット２および各ユニットにおいて制御電力および稼働電力に関する電力供給状態（
ＯＮ）が必ず設定される。
【００２７】
　次に、ステップ１０２にてデフォルト設定が存在しない場合には（ステップ１０２でＮ
ｏ）、システム制御ユニット８は、ＵＩユニット４をスリープモードから復帰させる（ス
テップ１０５）。すなわち、デフォルト設定が存在しない場合には、システム制御ユニッ
ト８は、「複写」、「画像読取」、「ファクシミリ」の何れの機能内容においても共通に
使用される制御機能部（ここではＵＩユニット４）を予め定めておき、これをスリープモ
ードから復帰させておく。それにより、何れの機能内容が選択された場合にでも、スリー
プモードからの復帰処理の短縮化が図られる。
　そして、システム制御ユニット８は、ＵＩユニット４に対してスリープモードから復帰
させる際に設定する機能内容の表示を指示する（ステップ１０６）。それにより、ＵＩユ
ニット４は、スリープモードから復帰させる際に設定する機能内容を表示する。
　なお、ステップ１０２にてデフォルト設定が存在しない場合に機能内容の表示を指示す
る構成の他に、デフォルト設定として、機能内容の表示を行う設定を選択できる構成とし
てもよい。
【００２８】
　ここで、図６は、ＵＩユニット４にてユーザに提示する選択可能な機能内容の一例を示
した図である。ユーザは、ＵＩユニット４から図６に一例として示した機能内容の何れか
を選択する。すなわち、ユーザは、ＵＩユニット４から例えば「複写」、「画像読取」、
「ファクシミリ」の何れかを選択する。
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【００２９】
　ＵＩユニット４にてスリープモードから復帰させる際に設定する機能内容が選択される
と（ステップ１０７でＹｅｓ）、システム制御ユニット８は、選択された機能内容に関す
る詳細設定項目の表示を指示する（ステップ１０８）。それにより、ＵＩユニット４は、
選択された機能内容に関する詳細設定項目を表示する。
　ここで、図７は、ＵＩユニット４にてユーザに提示する選択された機能内容（複写）に
関する詳細設定項目の一例を示した図である。ユーザは、ＵＩユニット４から図７に一例
として示した詳細設定項目の何れかを選択するか、または詳細設定項目を選択しないを設
定する。
　また、次の図８は、選択された機能内容に対応して選択可能な詳細設定項目の一例を示
した図である。図７では、選択された機能内容が「複写」である場合においてＵＩユニッ
ト４にてユーザに提示する詳細設定項目の一例を示したが、選択された機能内容が「画像
読取」、「ファクシミリ」である場合には、図８に示した選択可能な詳細設定項目が選択
された機能内容に対応して表示される。
【００３０】
　システム制御ユニット８は、ＵＩユニット４にて機能内容に関する詳細設定項目の何れ
か一または複数が選択されると（ステップ１０９でＹｅｓ）、ステップ１０７にて選択さ
れた機能内容に対応するユニットと、ステップ１０９にて選択された一または複数の詳細
設定項目に対応するユニットおよび機構部とについて電力供給状態（ＯＮ）の設定を指示
する（ステップ１１０）。
　例えば、ステップ１０７にて機能内容として「複写」が選択され、ステップ１０９にて
詳細設定項目の何れかが選択された場合には、「複写」に対応するユニット、すなわち、
図５に示した画像読取ユニット３と画像形成ユニット２とが、システム制御ユニット８お
よびＵＩユニット４に加えて電力供給状態（ＯＮ）に設定される。
　加えて、選択された詳細設定項目に対応するユニットまたはユニット内の機構部がＯＮ
に設定される。具体的には、例えば図７に示した「片面読取」が選択された場合には、画
像読取ユニット３の片面原稿搬送機構部３Ｂ（図１参照）が電力供給状態（ＯＮ）に設定
される。また、「両面読取」が選択された場合には、画像読取ユニット３の両面原稿搬送
機構部３ＣがＯＮに設定される。また、「本体トレイ」が選択された場合には、トレイユ
ニット６が電力停止状態（ＯＦＦ）に設定される。「トレイ１」～「トレイ４」の何れか
が選択された場合には、トレイユニット６の中の「トレイ１」～「トレイ４」に対応する
サブトレイ機構部６Ａ～６ＤがＯＮに設定される。「手差し」が選択された場合には、手
差しユニット１１がＯＮに設定される。「両面印刷」が選択された場合には、両面ユニッ
ト１０がＯＮに設定される。「穴あけ」、「Ｃ折り」、「Ｚ折り」、「端綴じ」、「中綴
じ」の何れかが選択された場合には、後処理ユニット１２がＯＮに設定される。
【００３１】
　一方、ＵＩユニット４にて機能内容に関する詳細設定項目が選択されない場合には（ス
テップ１０９でＮｏ）、システム制御ユニット８は、ステップ１０７にて選択された機能
内容に対応するユニットに対する電力供給状態（ＯＮ）の設定を指示する（ステップ１１
１）。
　例えば、ステップ１０７にて機能内容として「複写」が選択され、ステップ１０９にて
詳細設定項目が選択されない場合には、「複写」に対応するユニット、すなわち、図５に
示した画像読取ユニット３と画像形成ユニット２とが、システム制御ユニット８およびＵ
Ｉユニット４に加えて電力供給状態（ＯＮ）に設定される。
【００３２】
　このように、画像形成装置１をスリープモードから復帰させる際には、例えばユーザに
よって予め定められたユニットおよび/または機構部へは電力供給を行い、それ以外のユ
ニットおよび/またはユニット内の機構部へは電力供給を停止状態に維持する。それによ
り、スリープモードからの復帰時に画像形成装置１を機能させるのに必要なユニットやユ
ニット内の機構部には電力供給され、不必要なユニットやユニット内の機構部には電力供
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給が停止状態に維持される。その結果として、画像形成装置１で消費される電力の低減が
図られる。
【００３３】
　図９は、システム制御ユニット８のハードウェア構成を示した図である。図９に示した
ように、システム制御ユニット８は、各ユニットに対する電力供給制御や電源モードの遷
移制御を実行するに際して、予め定められたプログラムに従ってデジタル演算処理を実行
する演算手段の一例としてのＣＰＵ１０１、ＣＰＵ１０１の作業領域として用いられるＲ
ＡＭ１０２、ＣＰＵ１０１により実行されるプログラム等にて用いられる設定値等のデー
タが格納されたＲＯＭ１０３、書き換え可能で電源供給が途絶えた場合にもデータを保持
するＥＥＰＲＯＭやフラッシュメモリ等の不揮発性メモリ１０４、システム制御ユニット
８やユニット内ＬＡＮ１６を介して接続された各サブ制御部との信号の入出力を制御する
インターフェース部１０５を備えている。
【００３４】
　ここで、メモリユニット７にはシステム制御ユニット８により実行されるプログラムが
格納されており、システム制御ユニット８がこのプログラムを読み込むことによって、各
ユニットに対する電力供給制御や電源モードの遷移制御が実行される。すなわち、各ユニ
ットに対する電力供給制御や電源モードの遷移制御を実行するプログラム等が、例えばメ
モリユニット７としてのハードディスクやＤＶＤ－ＲＯＭ等からシステム制御ユニット８
のＲＡＭ１０２に読み込まれる。そして、ＲＡＭ１０２に読み込まれたプログラムに基づ
いて、ＣＰＵ１０１が各種処理を行う。このプログラムに関するその他の提供形態として
は、予めＲＯＭ１０３に格納された状態にて提供され、ＲＡＭ１０２にロードされる形態
がある。さらに、ＥＥＰＲＯＭ等の書き換え可能なＲＯＭ１０３を備えている場合には、
システム制御ユニット８がセッティングされた後に、プログラムだけがＲＯＭ１０３にイ
ンストールされ、ＲＡＭ１０２にロードされる形態がある。また、インターネット等の外
部ＬＡＮ１４を介してシステム制御ユニット８にプログラムが伝送され、システム制御ユ
ニット８のＲＯＭ１０３にインストールされ、ＲＡＭ１０２にロードされる形態がある。
【００３５】
　以上説明したように、本実施の形態の画像形成装置１では、画像形成装置１をスリープ
モードから復帰させる際には、スリープモードから復帰する際に予め定められたユニット
および/またはユニット内の機構部へは電力供給を行い、それ以外のユニットおよび/また
はユニット内の機構部へは電力供給を停止状態に維持する。それにより、スリープモード
からの復帰時に画像形成装置１を機能させるのに必要なユニットやユニット内の機構部に
は電力供給するが、スリープモードからの復帰時に画像形成装置１を機能させるのに不必
要なユニットやユニット内の機構部には電力供給を停止状態に維持される。それによって
、画像形成装置１で消費される電力の低減が図られる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本実施の形態が適用される画像形成装置の全体構成の一例を示した図である。
【図２】画像形成装置の通信系統と電力供給系統とを説明する図である。
【図３】画像形成ユニットの機能構成を説明する図である。
【図４】画像形成装置がスリープモードから復帰する場合にシステム制御ユニットが各ユ
ニットへの電力供給・停止の制御を行う際の処理の手順の一例を示したフローチャートで
ある。
【図５】画像形成ユニットおよび各ユニットに設定される制御電力および稼働電力に関す
る電力供給状態および電力停止状態の組み合わせの一例を示した図である。
【図６】ＵＩユニットにてユーザに提示する選択可能な機能内容の一例を示した図である
。
【図７】ＵＩユニットにてユーザに提示する選択された機能内容（複写）に関する詳細設
定項目の一例を示した図である。
【図８】選択された機能内容に対応して選択可能な詳細設定項目の一例を示した図である



(12) JP 2010-56601 A 2010.3.11

10

。
【図９】システム制御ユニットのハードウェア構成を示した図である。
【符号の説明】
【００３７】
１…画像形成装置、２…画像形成ユニット、３…画像読取ユニット、４…ユーザインター
フェース（ＵＩ）ユニット、５…ファクシミリ（ＦＡＸ）ユニット、６…トレイユニット
、６Ａ～６Ｄ…サブトレイ機構部、７…メモリユニット、８…システム制御ユニット、９
…電力供給ユニット、１０…両面ユニット、１１…手差しユニット、１２…後処理ユニッ
ト、１３…機内ＬＡＮ、１４…外部ＬＡＮ、１５…電力ライン、１６…ユニット内ＬＡＮ
、１７…制御用電力ライン、１８…稼働電力ライン、２０…画像形成制御部、２９…画像
形成電源部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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